
 
 
  
  
 
  

校訓 「挑戦」「共感」「飛躍」                             
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月 行事予定                                  生活目標 礼儀正しくしよう 
日 曜 時程 朝会 学校行事 日 曜 時程 朝会 学校行事 

1 土    16 日    

2 日    17 月  全 水泳指導始、プール開き 

3 月  全  18 火  外  

4 火   スポーツテスト、スポーツテスト旬間（～14 日） 19 水 水 英 
午前授業、本郷小・徳の日、 

生活科見学・本郷児童館（１年） 

5 水 水 安 クラブ活動①、全国歯みがき大会① 20 木  外 演劇鑑賞教室（３年） 

6 木  外 全国歯みがき大会② 21 金   午前授業（４年４組のみ５時間授業） 

7 金  児 全国歯みがき大会③ 22 土    

8 土    23 日    

9 日    24 月  全 水泳指導参観期間始（～７／５） 

10 月  全 栄養教諭教育実習（～14日） 25 火  外  

11 火  外 プール前検診（当該者のみ）、遠足（３年） 26 水 水  委員会活動 

12 水 水 読 クラブ活動② 27 木  音  

13 木  外 
宇宙ミュージアムTeNＱ見学（４年） 
低学年スポーツテスト（持久力テスト・シャトルラン） 

28 金  児  

14 金  縦 避難訓練 29 土 特  

【３時間授業】 
土曜授業公開② 

道徳授業地区公開講座、水道キャラバン（４年） 
岩井臨海学校保護者説明会（６年） 

15 土     30 日    

水…水曜時程 特…特別時程   式…儀式的行事 全…全校朝会 集…児童集会 音…音楽朝会 体…体育朝会 安…安全指導日 縦…縦割り遊び 外…朝遊び 読…読み聞かせ 英…英語タイム  

 

  

先日は、大変暑い中にも関わらず、たくさんの皆さまに
運動会を御観覧いただきまして、本当にありがとうござい
ました。また、暑さ対策のために、日除けやミストを設置
してくださった地域支援スタッフの皆様、保護者の皆様、
進行のために御尽力くださった全ての皆様に心から感謝申
し上げます。 
一日中暑かった運動会ですが、子供たちは、大人が案ず

る気持ちをよそに、と言わんばかりに、子供ならではのエ
ネルギーで、自分たちの運動会を楽しみ、頑張り、盛り上
げ、それぞれの力を精一杯に発揮していました。 
その中で、子供たちの姿から頼もしいと思える場面が見

られました。それは閉会式です。あの暑さの中、最後まで
しっかりと立ち、話す人の方に体を向け、結果発表には喜
怒哀楽を思いっきり表し、やり切った子供たちの姿から、
本来もっている子供たちの“たくましさ”を見たように思
いました。 
新しい時代になるにつれて世の中は、日々、大変な速さ

で様々な分野での技術が進歩し、我々の生活や健康は、よ
り良いものとなっていることが多々あります。自動車の安
全装置や空気清浄機、マスクの品質など。しかし、それに
頼って生きてきた人間は、人間として本来もっている“で
きる本能”を鈍らせてしまっているのかもしれません。も
ちろん我々の知らない外的要素により、一概に人間のもつ
対応力だけで全てに打ち勝つことができる訳ではありませ
ん。しかし、それらも分かった上で、技術の向上による世
の中の様々な便利さや質の向上などは、もしかすると一方
で、自己安全察知能力や外部に対する免疫力など、人間が
本来もっている「たくましく生きる」という大切な機能を
鈍らせてしまっているかもしれないと、素人目には思えて
なりません。 
 

潜在的なたくましさ     主幹教諭 岡田 実 
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子供たちへの支え方には様々ありますが、大切なのは自立し
て、たくましく生き抜く力を育めるように支えることではない
かと思います。また、子供たちが本来もっているたくましさを
信じて、その潜在的にもっている力を引き出すために本当に必
要なサポートをして、子供が本能で自分を頼もしく動かすこと
ができるようにしていくことが大切なのではないかと考えま
す。 
一方で、周りの人がどれだけサポートしたとしても、結局、“自

分”に変わる人間はいないのであって、子供たちは、すごい速
さで変化し、激動するであろう世の中を、最終的には己の力で
たくましく生き抜かなければなりません。 
我々は、子供たち一人一人をよく見て、所属する集団を分析

し、どのようにすることが、この子たちにとってたくましく生
きていく力を付けられるのか、ということを懸命に考えていき
たいと思います。これからの世の中を動かす、たくましく、頼
もしい人間として育っていってほしいと願います。 
そのために、子供たちにとって、たくましく生きていけるよ

うな、より良い、一人一人に適した“刺激”を見出し、施すこ
とが、我々大人が後に生きていく者、残る者に対して果たすべ
き大切な役割であり、使命であると考えます。 
子供たちに、“免疫力”を培うための様々な経験ができるよう

な環境を設定し、“自然治癒力”のような本来もっている自分で
乗り切る力を鈍らせることなく、潜在的な力を引き出していき
たいと思います。もちろん答えは一つではありませんが、眠っ
ている潜在的なたくましい力を呼び覚まし、発揮できるように、
これからも支援していきたいと思います。今後とも、御支援、
御協力をよろしくお願いします。 
 
 

本本郷郷  


